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1．はじめに〜目指す都市像〜
福岡市は、人と環境と都市活力の調和がとれた

アジアのリーダー都市を目指しています。アジア
のリーダー都市とは、人口や経済規模だけで一番
を目指すのではなくビジネス活動が活発でありな
がら、同時に、海や山、川も美しくみんなが安心
していきいきと輝ける、人と環境と都市活力の調
和がとれた、他の国々からも目標とされるような
都市のことです。

この都市像を実現するために「都市の成長」と
「生活の質の向上」の好循環を創出することを都
市経営の基本戦略としています。

都市の成長に向けては、第三次産業が９割を占
める産業構造であり、消費が増えると潤うまちで
ある福岡市の特性を踏まえ、短期的には観光の振
興、国際会議やイベントの開催・誘致といった交
流人口を増やすための取組みに力を注いでいます。
その結果、観光客数が増加し、国際会議の開催件
数は５年連続で東京都についで全国２位となり、
平成25年度の市税収入は過去最大となりました。

こうした都市の成長による財源を元に、「ユニ
バーサル都市・福岡」の推進や子育てしやすい環
境づくり、安全安心なまちづくりなどに取り組ん
できたことによって、国内外で暮らしやすい都市
として高く評価されるなど、生活の質の向上も着
実に進展しつつあります。

この好循環を加速させながら、延べ１万人以上
の市民とともに策定したマスタープランを着実に
進めるとともに、福岡市を次のステージへと押し
上げていくためのチャレンジである「FUKUOKA  

NEXT」を推進しています。

2．地方創生における福岡市の役割
現在、人口減少による地方の衰退が危惧され、

地方創生が声高に言われています。その一方で、
福岡市では人口が年間約１万３千人ずつ増加し、
今後20年間は増え続ける見込みで、人口の伸び率、
市税収入の伸び率がともに政令指定都市の中で
ナンバーワンであり、国家戦略特区「グローバル
創業・雇用創出特区」にも指定され、日本の成長
をけん引する役割を担っています。

首都直下型地震、南海トラフ三連動地震といっ
た災害が想定されるなか、日本の機能の多くが太
平洋側に集約されている状況から、万一に備えて
日本海側にも拠点となる都市が必要とされていま
す。また、今や世界の成長エンジンになったアジ
アから最も近い位置にある大都市はどこかと考え
ますと、経済も元気で、高いポテンシャルを持つ
福岡市が果たすべき役割は大きいと思いますし、
余力がある今の福岡市だからこそ、いろいろな
チャレンジをし、地方創生を力強くけん引してい
かなければならないと考えています。

3．供給力のあるまちへ
福岡市が抱える課題として、豊富な需要に対す

る供給力が不足していることが挙げられます。具
体的には、福岡空港の発着回数は過密すぎて、こ
れ以上の国際線の就航が難しく、また遅延も常態
化しています。国際会議の開催については、会場
のキャパシティ不足によって、３年前にお断りし

アジアのリーダー都市を目指して
〜「FUKUOKA NEXT」福岡を次のステージへ〜
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た件数が52件、経済損失は190億円にものぼります。
都心部においては、航空法の高さ制限や建築後の
法改正によって従前の床面積の確保ができないこ
とから、建て替え、機能更新が進まずに企業の福
岡進出・移転の妨げとなっています。

福岡市を次のステージへと押し上げるためには、
ニーズに応えることのできる供給力を持つまちに
していかなければなりません。

そこで、福岡市の中心、天神地区での「天神ビッ
グバン」プロジェクトを始動させました。このプ
ロジェクトは、特区による規制緩和「航空法の高
さ制限の特例承認」を契機として、福岡市独自の
「容積率の緩和」といったさまざまな施策を組み
合わせて、30棟のビルの建替えを誘導し、新たな
空間と雇用を創出するもので、今後10年間で延べ
床面積が1.7倍の約76万㎡、雇用者数は2.4倍の
９万７千人、建設投資効果2,900億円、経済波及
効果は8,500億円に達すると見込む一大プロジェ
クトです。
「FUKUOKA NEXT」のもう一つのリーディン
グプロジェクトが中央ふ頭・博多ふ頭を含む
ウォーターフロント地区の再整備プロジェクトで
す。同地区には、国際会議場やマリンメッセといっ
たコンベンション施設、博多港国際ターミナルが
集積しており、福岡市のMICE※・ゲートウェイ
機能を支えるエリアとなっています。再整備にあ
たっては、民間事業者のみなさまの卓越した知恵
とノウハウを十分に活用させていただきながら、
官民一体となって取り組むことによって、アジア
の拠点都市にふさわしいゲートウェイ機能を持っ

たエリアに生まれ変わらせていきたいと考えてお
ります。

さらには、福岡空港の滑走路増設、地下鉄七隈
線や都市高速道路の延伸などによって、都市基盤
の強化を図っていくとともに、下水汚泥から水素
を生成し、燃料電池自動車へ充填するという世界
初の「水素リーダー都市プロジェクト」など先進
的な取組みにもチャレンジしていきます。

4．おわりに〜アジアのリーダー都市実現
に向けて〜
福岡市には、祭りや伝統文化、長い歴史に育ま

れた「人」の絆やコミュニティがあり、先人が築
き、後の世代が継承してきた豊かな自然と都市機
能がコンパクトに集約された「環境」があります。
国家戦略特区の活用や天神ビッグバンをはじめと
した「FUKUOKA NEXT」によって、「都市活力」
をさらに高めていくことで、福岡市の「人」と「環
境」と「都市活力」を非常に高いレベルで調和さ
せることができると思っています。そのためには、
市民のみなさま、民間事業者のみなさまのお力添
えが、必要不可欠です。

経済的な成長と質の高い暮らしのバランスがと
れたコンパクトで持続可能なアジアのリーダー都
市実現に向けて、これからも全力でチャレンジを
続けてまいりますので、みなさまのご協力をお願
い申し上げます。
※�MICE…企業等の会議（Meeting）、企業等の行う報奨・研修旅行
（Incentive Travel）、国際機関・団体、学会等が行う国際会議
（Convention）、展示会、イベント（Exhibition/Event）の頭文字で、
多くの集客交流が見込まれるビジネスイベントなどの総称のこと。

福岡市長


